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序

この報告書は、鳥取県倉吉土木事務所が実施する一般県道津原穴

沢線地方特定道路整備工事に伴う事前調査として、平成12年度から

13年度にかけて鳥取県倉吉市谷字高原・字屋敷・字五輪畑において

行った高原遺跡発掘調査の記録です。

今回の調査は、道路新設範囲にかかる丘陵斜面部の限られた調査

ではありましたが、弥生時代の中頃から終り頃にかけての集落と土

墳墓群、古墳時代初め頃の方墳群と終り頃の横穴式石室など多くの

遺構を確認しました。

弥生時代の終り頃は、生活区域と墓域とを区別している様子がわ

かります。なかでも、火災で焼失した住居から銅製の破砕鏡の出土、

土墳墓からガラス製の管玉の出土はともに本市では例がなく、当地

方における弥生時代の集落を研究するうえで貴重な資料であるとい

えます。

調査にあたりご協力いただきました鳥取県倉吉土木事務所、地元

関係者、発掘作業や内務整理作業に従事していただいた方々をはじ

め、関係機関、各位に対し深く感謝の意を表するものです。

平成14年3月

倉吉市教育委員会

教育長　八　田　洋太郎
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例 仁コ

1本報告書は、一般県道津原穴沢線地方特定道路整備工事に伴う事前調査として、平成12年度・13年度に倉吉市教育委員会が、倉

吉市谷字高原・字屋敷・字五輪畑において実施した埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2　調査体制は次のような組織・編成である。

調　査　主　体　　倉吉市教育委員会

事　　務　　局　　倉吉市教育委員会文化課文化財係

八田洋太郎（倉吉市教育委員会教育長）　景山　敏（教育次長）

眞田　康幸（文化課課長）　　　　　　藤井　　晃（課長補佐兼文化財係長）

藤井　敬子（文化財係主任）　　　森下　哲哉（文化財係主任）　　　根鈴智津子（文化財係主任）

加藤　誠司（文化財係主事）　　　岡本　智則（文化財係主事）　　　岡平　拓也（文化財係主事）

山崎　昌子（文化財係主事）　　　　金田　朋子（臨時職員）

調　査　補　助　員　　　　山根　雅美・松田　恵子

内　務　整　理　　　　泉　美智子・世浪由美子・松嶋あつ子・竹歳　暁子・山本　錦・湯浅　博・前坂　英樹・明里　千秋

3　現場での調査、報告書作成は岡本が担当し、金田・松田・泉・世浪・松嶋が補佐した。遺物撮影は岡本が担当し、加藤・岡平が

補佐した。

4　ガラス製管玉の分析は、奈良文化財研究所　肥塚隆保氏、岡山理科大学自然科学研究所蒜山分室　白石　純氏、ライフパーク倉

敷市民学習センター　綾野早首氏にお世話になった。

5　第1図（地形図）は、国土地理院発行の1：25，000地形図「倉吉」の一部を複製・加筆したものである。第2図は、1：2，500

国土基本図　倉吉市平面図を使用した。

6　挿図中の方位は、国土座標第Ⅴ座標系の北を指す。

7　調査によって得られた資料は、倉吉市教育委員会が保管している。
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I　発掘調査に至る経過

平成11年度、一般県道津原穴沢線地方特定道路整備工事の計画が、鳥取県倉吉土木事務所から倉吉市教育委員

会に提示され、埋蔵文化財の有無の照会があった。当該地とその周辺は、大塚山古墳や遣物散布地などの遺跡が

知られているところであった。現状の計画で工事が進捗すれば、遺跡が大きく破壊されると判断されたが、法線

の変更は民家および地形上から難しい状態であったため、遺跡の破壊を最小限度に抑えた計画が検討された。倉

吉市教育委員会は、平成11年11月から12月にかけて試掘調査を実施し、倉吉市谷字高原・字屋敷・字五輪畑にお
1

いて、竪穴式住居と弥生時代から中世に至る遣物の散布を確認した。試掘調査の結果、倉吉市教育委員会は、鳥

取県倉吉土木事務所と協議を行い、工事範囲のうち6，000Idについて、平成12年度2，000I琉13年度4，000Idの2カ

年にわたって発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、倉吉市が鳥取県から委託を受け、倉吉市教育委員

会が主体となって現地調査を平成12年9月29日～13年2月1日、平成13年6月18日～平成14年1月11日まで実施

した。

註　岡本智則「8　谷・津原地区（高原遺跡）」『倉吉市内遺跡分布調査報告書11』　倉吉市教育委員会　2001年

II　位置と歴史的環境

高原遺跡は、倉吉市街地から北西へ約71皿離れた谷地区と津原地区との境を、南西方向から北東方向へなだら

かに延びる丘陵の尾根筋からやや南へ下った斜面部分（標高20～25m）に位置する。水田面との比高差は約20m。

遺跡周辺は、大山（標高1，711m）の火山活動によって形成された洪積世丘陵が、なだらかな勾配をもって細長

い谷に樹枝状に入り組んだ丘陵を構成し、丘陵の北側は由良川を中心に低湿地が広がる。この低湿地は灘手低湿

地とよばれ、かつては入り海であった。本遺跡の周辺には、同一丘陵の北西約50m離れたやや北斜面側に大塚山

古墳（3・全長52m・前方後円墳）が所在するのをはじめ、弥生時代から古墳時代の遺跡が数多く分布する。以

下、遺跡分布図（第1図）を中心に主な遺跡について述べる。

弥生時代は、大山の火山活動により形成された倉吉市西郊の久米ケ原丘陵を中心に集落跡が存在する。前期に

は松ケ坪遺跡・後中尾遺跡・イキス遺跡（34）・宮ノ峰支群がみられる。中期には、大栄町大谷第1遺跡・水晶の

玉作工房の大栄町西高江遺跡・環濠集落の後中尾遺跡・福田寺遺跡・沢ペソ遺跡・遠藤谷峯遺跡（41）・中峯遺跡

（45）・中尾遺跡・西前遺跡が確認されている。後期になると急激な人口増加とともに集落が拡散する。主なもの

として、後中尾遺跡・中峯遺跡・夏谷遺跡・西前遺跡・クズマ遺跡（30・31）・大沢前遺跡（43）・中尾遺跡・遠藤

谷峯遺跡・白市遺跡（42）・沢べリ遺跡・服部遺跡・観音堂遺跡・矢戸遺跡などの集落が出現し古墳時代まで続く。

本遺跡の所在する灘手丘陵には、コザンコウ遺跡（36）・道祖神峰遺跡（38）など小規模集落が出現する。

墳墓は、イキス遺跡・向山古墳群宮ノ峰支群・阿弥大寺四隅突出型墳丘墓群・山根（藤和）四隅突出型墳丘

墓・柴栗古墳群弥生墳丘墓・三度舞墳丘墓・大谷後口谷墳丘墓群（44）などがある。終末期から古墳時代初頭にか

けては、土墳墓群から古墳へと変遷していく過程がうかがえる二夕子塚遺跡（13）・中峰古墳群がある。

古墳時代前期は、粘土柳を主体部とし、憂鳳鏡・三角縁神獣鏡・二神二獣鏡、多量の鉄器が出土した国分寺古

墳（前方後方［円］墳・全長60m）、竪穴武石柳を主体部とし、国分寺古墳とはぼ同時期に築造された宮ノ峰支群19

号墳（方墳・一辺27m）・21号墳（円墳・直径30m）がある。中峰古墳群・猫山遺跡3次・二夕子塚遺跡では、

一辺20m以下の小規模な方墳が周溝を共有し連続して築造される。5世紀代には、古墳群の変遷が明瞭なイザ原

古墳群、造出付き円墳が5基群集する沢ペソ遺跡2次がある。古墳時代後期には、向山、大平山、上神地区周辺
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第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図

1　東亀谷古墳群

2　亀谷古墳群

3　大塚山古墳

4　西焼ス古墳群

5　清水谷尻1号墳

6　高鼻1号墳

7　高鼻2号墳

8　高鼻遺跡

9　下種東古墳群

10　清水谷古墳群

11駄道東遺跡

12　二夕子塚6号墳

13　二夕子塚遺跡

14　郊家平古墳群

15　大仙峯遺跡

16　大山遺跡

17　頭根後谷遺跡

18　東鳥ヶ尾古墳

19　矢内谷峰遺跡

20　ケンカ塚古墳群

21高峰遺跡

22　稚児ケ墓古墳群

23　大道谷遺跡

24　曲古墳群

25　上神古墳群

26　上神44号墳

27　上神45号墳

28　上神48号墳

29　上神51号墳

30　クズマ遺跡1次

－2－

31クズマ遺跡2次

32　イガミ松遺跡

33　上神119号墳

34　イキス遺跡

35　取木遺跡

36　コザンコウ遺跡

37　一反半田遺跡

38　道祖神峰遺跡

39　野田古墳群

40　両長谷遺跡

41遠藤谷峯遺跡

42　白市遺跡

43　大沢前遺跡

44　大谷後口谷墳丘墓

45　中峯遺跡

46　向野遺跡1次

47　向野遺跡2次

48　古神宮古墓

49　伯書国庁跡

50　伯者国分寺跡

51法華寺畑遺跡



第2図　高原遺跡調査区位置図

の丘陵に群集境が多く造られる。向山古墳群は倉吉市街地の北側に存在し、600基以上の古墳が密集する。主な

ものに向山6号墳（前方後円墳・全長40m）、三明寺古墳（円墳？・直径18m・国史跡）があり、いずれも横穴

式石室を主体部とする。渡波伎神社境内にある福庭古墳（円【方］墳・35m）は整美‾な切石を用いている。終末期

には、迫葬のできない小型の横穴式石室をもつ取木遺跡（35）・一反半田遺跡（37）・両長谷遺跡（40）などがある。

Ⅲ　調査の概要

発掘調査は、南西から北東に延びる丘陵の尾根筋からやや南に下った斜面部分の道路新設部分6，000Idについ

て実施した。基本層序は、上層から茶褐色土（表土・耕作土）、黒色土（クロボク）、褐色土（ソフトローム土）、

黄褐色砂質土（ホーキ火山砂）、AT、橙褐色土（礫混じり粘質土）、黄褐色土（D．K．P．）で、調査区の北東側か

ら南東側にかけて耕作土（20～30皿）下は橙褐色土層まで削平されていた。遺構検出面は、黄褐色砂質土と橙褐

色土である。調査の結果、竪穴式住居16棟、貯蔵穴7基、掘立柱建物1棟、溝3条、土墳墓38基、古墳5基、箱

式石棺墓1基、土墳25基を確認した。住居状遺構は平面形が方形ないし長方形で、ピットおよび周壁溝をもたな

いか、あるいは段状になるものとし、2棟確認した。
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図版1

調査後全景（西から）

竪穴式住居　調査区中央の平坦面から斜面にかけて6棟（1～5・16号）、東側の斜面で10棟（6～15号）を確

認した。4号・7号住居は調査区外に広がり、集落は丘陵全体に広がると推定される。（数値）は残存する規模。

1号住居　調査区のほぼ中央、標高23m付近の斜面に位置し、25号土壌が切る。平面形は、住居の南側が斜面に

よって流失しているため不明だが残存部分から円形と推定される。床面規模は東西長4．88m、推定される床面積

は約18．OId、検出面から床面までの深さは最大0．51mである。主柱穴は4本で、中央ピットの両側に小ピットが

直線的に並ぶ。遣物は、床面から弥生中期の小型壷1・嚢、砥石3点S3～S5・敲石1点S18が出土した。
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第3図　高原遺跡遺構全体図



2号住居　1号住居の北西約45m離れた標高24

m付近に位置し、18号土墳墓に切られる。平面

形は、南西側が後世の掘削により不明だが、

周壁清の形態から円形と推定される。主柱穴

は不明、検出面から床面までの深さは0．12mで

ある。遣物は、埋土中から弥生中期の土器片

が出土した。

4号住居　3号住居の東側約20m離れた標高

25．5m付近に位置する。平面形は大半が調査区

外になるため全容は不明であるが比較的大型

の住居と思われる。検出面から床面までの深

さは最大0．03mである。埋土中から弥生中期の

嚢片、砥石1点S12、周壁溝から土玉Dlが出

土した。



第4図　3号住居遭構図

図版3　3号住居（南から）

1黒色土（ホーキ・ATブロック多く含む）
2　黒色土（ホーキ・ATブロック含む）
3　黒色土（ホーキ・ATブロックわずかに含む）
4　黒色土（ホーキ・ATブロック少量含む）
5　黒色土（橙褐色土含む）
6　暗黄褐色土（ホーキブロック混ざる）
7　暗褐色土

2m

1
裏　　　Sl

3号住居1号住居の東側25m離れた標高24m付近の斜面に位置する。平面形は円形と推定される。床面規模は

東西長6．32m・南北長（5．38）m、床面積約32．6Idに復元される。検出面から床面までの深さは最大0．68mで、調査

区内最大規模である。主柱穴は6本で、中央ピットの両側に小ピットが直線的に並ぶ。中央ピットの周辺の床面

で、厚さ1．5～2．4cmの焼土面を3カ所確認した。遣物は床面から弥生中期のガラス小玉2点Jl・J2、磨製石

錬未製品1点Sl、安山岩質剥片4点、砥石8点S6～SlO、磨石5点、検出面から勾玉1点J16が出土－した。

また、埋土上層から3号住居廃絶後に廃棄されたと思われる弥生後期の壷14～16、襲17、台付鉢18、高坪19、器
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5号住居

21号・22号土墳墓

（南から）

台20～22が一括で出土した。住居南西側約2m離れて位置する38号土墳墓との関連をうかがわせる。

5号住居　4号住居の南東側約10m離れた標高25m付近に位置する。平面形は円形と推定される。規模は東西辺

4・8m・南北辺（3・7）m、推定される床面積は約18．5I琉検出面から床面までの深さは最大0．37mである。主柱穴は

4本で、中央ピットの両側に小ピットが直線的に並ぶ。中央ピットの北東側の床面で、最大厚さ2．2皿の焼土面

を確認した。遣物は、床面中央付近から西側にかけて集中しており弥生中期の広口壷2、嚢3・4、高坪5・6、

ミニチュア土器壷7、砥石4点・打製石斧転用敲石1点S17・磨石2点が出土した。
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∵竿‘－∴・・・、「：．1：‾．；

嶋∴．・工

6号住居　遣物出土状況（東から）

完掘（北から）

7号住居（南から）

6号住居　調査区の東側に位置し5号住居とは約54m離れた標高24m付近に位置する。平面形は円形。床面規模

は東西長4．9m・南北長4．96m、床面積18．9I正検出面から床面までの深さは最大0．31mである。主柱穴は5本で

中央ピットをもつ。中央ピット周辺の床面で、厚さ0．3～4．4cmの焼土面を4カ所確認した。遣物は床面から弥生

後期の壷・嚢、鉄鉱F3、砥石2点S14、敲石1点S19、ピット内から支脚と思われる手捏土器8・9が出土し

た。

7号住居　6号住居の北東約18m離れた標高24mの調査区際に位置する。ほとんどが調査区外になるため全容は

不明。検出面から床面までの深さは最大0．10mである。遺物は出土しなかった。
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8号住居　6号住居の東側約12m離れた標高23．5mの傾斜変換点に位置し、14号住居に切られる。平面形は遣存

状態が悪く不明。検出面から床面までの深さは最大0．14mである。主柱穴は5～6本と推定される。中央ピット

の北東側床面で、最大厚さ3．0cmの焼土面を確認した。遣物は床面からガラス小玉8点J3～JlO、敲石1点S

20・磨石2点・台石3点、埋土中から弥生後期の壷片、安山岩質剥片1点、ピット内からミニチュア土器壷10が

出土した。

14号住居　標高23．5mの傾斜変換点に位置し8号住居を切る。後世の削平が著しく平面形、柱穴は不明。周壁溝

の一部を確認。遺物はミニチュア土器鉢12が出土した。

9号住居　8号住居の東側約5m離れた標高23m付近の斜面上に位置する。後世の掘削により大半が消失し、斜

面の高い西側部分が遣存する。平面形、主柱穴は不明。周壁溝が、南西部分で一部重複することから立て替えが

考えられる。検出面から床面までの深さは最大1．06mである。遣物は、床面から弥生後期の嚢11が出土した。
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第5図10号住居遣構図

12

10号住居　破砕鏡Bl出土状況（南から）
図版7

1黒褐色土（ホーキ・焼土ブロック混ざる、しまる）
2　暗褐色土（ホーキブロック混ざる、しまりがよい）
3　暗褐色土（焼土多量に含む）
4　暗褐色土（焼土ブロック密）
5　暗褐色土（炭化物・ATブロック・焼土粒含む、やや粘質）
6　白色粘質土
7　黒褐色土（炭化物・焼土ブロック含む）
8　黒褐色土（炭化物・ATブロック含む）
9　黒褐色土（炭化物含む・ATブロックわずかに含む）
10　黒褐色土

2m



15号住居（南から）

11号住居（南から）

10号住居　調査区の南東隅、9号住居の南約18m離れた標高21m付近の斜面に位置する。焼失住居。平面形は隅

丸方形。床面規模は東西径3．96m・南北径4．02m、床面積13．4I琉検出面から床面までの深さは最大0．72mであ

る。主柱穴は4本で中央ピットをもつ。他に南側の壁寄りに平面形が長方形、規模0．58×0．46mのピットP9が

ある。P9は埋土の上層厚さ約5cmに焼土が入り込んでおり、下層からは炭化材が確認された。また、住居埋土

中には焼土塊が多量に含まれており、床面を中心に炭化した建築部材が遣存していた。遣物は床面から鋼製の破

砕鏡1片Bl、ガラス小玉2点J12・13、埋土中から弥生後期の壷・嚢、ガラス小玉1点Jll、安山岩質剥片1

点・敲石1点S21・磨石1点が出土。

11号住居10号住居の南西約7m離れた標高21mの斜面に位置する焼失住居で、15号住居に切られる。斜面の高

い北側に周壁清が遣存するが平面形は不明。検出面から床面までの深さは最大0．11mである。埋土中に焼土塊を

多量に含む。遣物は、埋土中から弥生後期の嚢、磨石片1点が出土した。

15号住居　標高21mの斜面に位置し11号住居を切る。南側は後世の掘削により遺存しないが平面形は隅丸方形と

推定される。床面規模は東西辺4．1m・南北辺（2．3）m、検出面から床面までの深さは最大0．16mである。主柱穴は

2本で北側の壁際にピットをもつ。床面全域に貼床が遣存する。遣物は、埋土中から弥生後期の聾、砥石1点S
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12号住居（北から）

13号住居（西から）

16号住居（東から）

15・磨石1点が出土した。

12号住居11号住居の西側約16m離れた標高21．5m付近の斜面に位置する。斜面の高い側の周壁溝のみ確認した。

平面形は隅丸方形と推定される。遣物は、埋土中から弥生後期の襲、土玉1点D2が出土した。

13号住居　8号住居の北側約7m離れた標高23．5m付近の傾斜変換点に位置する。平面形は隅丸方形と推定され

る。主柱穴は4本で中央ピットをもつ。遣物は出土しなかった。

16号住居1号住居の南東側約14m離れた標高22．5m付近の斜面に位置する。平面形は円形。床面規模は東西長

3．8m、南北長（3．3）m、推定される床面積は約11．2n子、検出面から床面までの深さは最大0．48mである。主柱穴は

4本で、中央ピットの両側に小ピットが直線的に並ぶ。遣物は、埋土中から弥生中期の壷・嚢、ピット内から磨
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図版10

醸画室轟こー．声輔

ぶ：＿獅子三一妄「’－∴圭聖．．乍
1着ニーさ∴辛；二脾

1号住居状遺構（北東から）

2号住居状遺構（北から）

1号掘立柱建物（南西から）

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

石1点が出土。

1号住居状遺構　5号住居の南側約15m離れた標高23．5m付近の斜面に位置する。斜面に並行して東西方向に約

10mの範囲でカットして平坦にしており、3本の柱穴が直線的に遣存する。周壁溝はない。柱穴間距離は3．4m、

3・8mである。桁行2間の掘立柱建物の可能性が考えられる。遣物は、埋土中から土師器・土師質土器・瓦質土

器の破片、磨石1点が出土した。

2号住居状遺構　5号住居の南西側約8m離れた標高23．5m付近の斜面に位置する。平面形は隅丸方形。柱穴は

北側の壁際に1本もつ。床面および柱穴内に炭化材が遺存する。

1号掘立柱建物　調査区の中央、標高24．5mの緩斜面上に位置する。南側は後世の削平により遣存しない。3

号・5号土墳墓を切る。主軸はNl150Eで、桁行6間×梁行4間の建物である。床面積は31．2I琉長方形度は

1．5である。遣物は、柱穴内および埋土中から瓦質土器羽釜・鍋が出土した。
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貯蔵穴

1号貯蔵穴　調査区西側の標高20m付近の綬斜面上に位置する。平面形は円形の袋状土壌で、検出面規模は

0．8×1．0m、床面規模は直径1．1m、深さ0．35m。遣物は出土しなかった。

2号貯蔵穴1号住居の北西約11m離れた標高24m付近に位置する。平面形は隅丸長方形で床面規模は1．36×2．42

m、深さ0．23m。床面に周壁溝が全周する。遣物は床面から弥生中期の聾、敲石1点S22・作業台石1点が出土

した。

3号貯蔵穴　2号貯蔵穴の西約6m離れた標高24m付近に位置する。南側は後世の掘削により遣存しないが、平
1

面形は隅丸長方形と推定される。床面規模は約1．2×2．2m、深さ0．16mである。遣物は埋土中から弥生中期の肇

が出土した。

4号貯蔵穴　2号住居の西約7m離れた標高23m付近に位置する。平面形は不整円形の袋状土壕で、検出面規模

は0．70×0．88m、床面規模は直径1．3m、深さ0．64m。遣物は出土しなかった。

5号貯蔵穴　5号住居の南東約25m離れた標高23．5mの斜面に位置する。平面形は隅丸長方形で床面規模は

2．44×1．35m、深さ0．23m。埋土中から弥生土器壷片が出土した。

6号貯蔵穴1号住居の南東約4．5m離れた標高23mの斜面に位置する。平面形は不整円形で検出面規模は1．7×

（1．6）m、床面規模は1．35×（1．55）m、深さ2．4m。遣物は出土しなかった。

7号貯蔵穴　6号貯蔵穴の東約3m離れた標高23mの斜面に位置する。平面形は歪な長方形で検出面規模は

（1．4）×（2．6）m、床面規模は（1．15）×2．40m、深さ2．4m。遣物は出土しなかった。

土墳墓一覧表
（m）

土 墳 墓 恥 ． 埋 葬 形 態 平 面 形
掘 り方 規 模　 長 軸 × 短 軸 一 深 さ 木 棺 痕 跡

主 軸 方 向 頭 位 遣 物 時 期 そ の 他
上 段 下 段 長 軸 × 短 軸 一 深 さ

1 木 棺 墓 隅 丸 長 方 形 （2 ．0 5 ）× 2 ．83 － 0 ．4 1 （2 ・0 5）× 1・0 5 － 0 ．27 （1．70 ）× 一　 一 N 24 0　E E 後 期 北 小 口 掘 り方 あ り

2 木 棺 墓 隅 丸 長 方 形 2 ．4 7　× 1．18 － 0 ．2
－ N l O O　E N 両 小 口 両 側 板 掘 り方 あ り

3 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 1．9 5　× 0 ．65 － 0 ．27 1．87　 × 0 ．3 8 － 0 ．1 N 1 2 。 E N

4 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 1．8 1 × 0 ．3　 － 0 ．24 N 8 3 0 W W

5 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 0 ．7 8　× 0 ．4 6 － 0 ．23 N 12 0 0　E S E 磨 製 石 斧

6 木 棺 墓 長 方 形 1．8 8　× 0 ．55 － 0 ．15 N 6 0 0 W W 両 小 口掘 り方 あ り

7 木 棺 墓 長 方 形 2 ．0 8　× 0 ．55 － 0 ．14 1．5 1 × 一　 一 一 N l 15 0　E E 両 小 口 掘 り方 あ り

8 土 墳 墓 長 方 形 1．0 0　× 0 ．35 － 0 ．24 1．7 1 × 一　 一 一 N 5 7 0 W W

9 土 墳 墓 長 方 形 ‾ 1．9 3　× 0 ．4 5 － 0 ．32 N 54 0 W W

10 土 墳 墓 長 方 形 0 ．7 2　× 0 ．2 1 － 0 ．14 N l lO 。 E E

1 1 土 墳 墓 長 方 形 1．6 2　× 0 ．4 1 － 0 ．26 N 6 0 。 W W

12 土 墳 墓 長 方 形 1．5 0　× 0 ．3 7 － 0 ．63 N 12 0 。 E E

13 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 0 ．7 8　× 0 ．27 － 0 ．14 N 8 1 0　E E

14 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 0 ．6 5　× 0 ．36 － 0 ．12 N 7 1O w W

15 土 墳 墓 長 方 形 （0 ．6 0 ）× 0 ．3 3 － 0 ．15 N －S

16 木 棺 墓 長 方 形 0 ．8 7　× 0 ．4　 － 0 ．1 N IE S 両 小 口 掘 り 方 あ り

17 木 棺 墓 ‘不 明 －　　 × 一　 一 0 ．2 0 ．54　 ×一　 一 一 不 明 西 小 口 掘 り 方 あ り

18 木 棺 墓 隅 丸長 方 形 2 ．14　 × 0 ．6 8 － 0 ．54 N 26 0　E N 両 小 口 両 側 板 掘 り 方 あ り

19 土 墳 墓 長 方 形 1．9 7　× 0 ．4 8 － 0 ．4 7 1．7 1 ×0 ．4　 － 0 ．1 N 13 5 0 E E l

20 木 棺 墓 隅 丸 長 方 形 1．6 8　× 0 ．7 9 － 0 ．1 7 1．54　 × 0 ．3 1 － 0 ．1 N 24 0 W N 両 小 口 掘 り 方 あ り

2 1 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 1．7 2　× 0 ．4 1 － 0 ．4 1 1．2 6　 ×一　 一 0 ．1 N 4 5 0 W N W

2 2 木 棺 墓 長 方 形 1．8　 × 0 ．3 5 － 0 ．0 7 N 75 0 W W

2 3 土 墳 墓 長 方 形 1．6　 × 0 ．4 2 － 0 ．1 2 1．7　 ×一　 一 一 N 12 5 0　E E

2 4 土 墳 墓 長 方 形 1．5 5　× 0 ．2 9 － 0 ．8 N 13 9 0　E S E

2 5 土 墳 墓 長 方 形 1．75　 × 0 ．6　 － 0 ．2 5 N 13 0 0　E S E

2 6 木 棺 墓 隅 丸 長 方 形 0 ．9　 × 0 ．2 4 － 0 ．2 2 N l1 2 。 E E

2 7 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 1．2　 × 0 ．3 4 － 0 ．0 9 1．7　 × 一　 一 一 N 27 0 E N

2 8 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 （1．93 ）× 0 ．4 6 － 0 ．5 4 N 7 3 0　E E

2 9 土 墳 墓 長 方 形 2 ．03　 × 0 ．6　 － 0 ．2 7 N 14 0 0　E S E

3 0 土 墳 墓 ′ 長 方 形 1．54　 × 0 ．5 2 － 0 ．13 N 140 0　E S E

3 1 土 墳 墓 隅 丸 長 方 形 0 ．95　 × 0 ．2 7 － 0 ．12 N 13 5 0　E S E

3 2 土 墳 墓 長 方 形 1．7 5　× 0 ．4 6 － 0 ．2 2 N l1 2 。 E E

3 3 土 墳 墓 長 方 形 0 ．97　 ×0 ．3　 － 0 ．4 6 N l 1 7 0　E E

3 4 木 棺 墓 長 方 形 2 ．93　 × 1．1 7 － 0 ．2 6 2 ．2 3　 ×0 ．4 6 － 0 ．3 1 2 ．2 3　× 0 ．46 － 0 ．3 1 N 7 5 0 W W

3 5 土 墳 墓 長 方 形 0 ．8 1 ×0 ．2 9 － 0 ．5 5 N 5 4 0 W W

3 6 木 棺 墓 長 方 形 2 ．2 8　 ×0 ．8 8 － 0 ．1 7 1．8 5　× 0 ．54 － 0 ．3 7 1．8 5　× 0 ．54 － 0 ．37 N 4 0 0 W W

3 7 土 墳 墓 長 方 形 1．83　 ×0 ．5 1 － 0 ．1 9 ． N 5 7 。 E N E

3 8 土 墳 墓 長 方 形 （0 ．7 5 ）×0 ．4 9 － 0 ．0 8 N 3 0　E N ガ ラ ス 管 玉

－17－



1黒色土（ホーキブロック含む）
2　黒色土（ホーキブロック大含む）
3　黒色土（1よりやや明るい）
4黒褐色土

6号土墳墓　　　　5　黒褐色土（橙褐色粘土粒含む）

諏
打
田

1暗褐色土（ホーキブロック少量含む）
2　暗褐色土（橙褐色粘質土粒含む）
3　黒褐色土（ホーキブロック・橙褐色粘土粒含む）
4　黒色土（ホーキブロック含む）
5　黒色土（ホーキブロック多量に含む）
6　黄色土（AT）
7　黒色土（橙褐色粘土粒多量に含む）
8　橙褐色粘質土
9　黒色土（橙褐色粘土粒子含む）

1黒色土（ホーキブロック混ざる）
2　黒色土（ホーキブロック多く含む）
3　黒茶褐色土
4　時茶褐色土

m

（1：40）

第6図　1号・2号・6号土墳墓遣構図

土墳墓群　調査区のほぼ全域、丘陵平坦部から斜面にかけての標高22～25m付近で土墳墓38基を確認した。土墳

墓は、さらに調査区外の丘陵尾根部分にも広がる可能性がある。土墳墓の中には木棺痕跡が確認できたものもあ

るが、ここでは総称して土墳墓とした。遣構図は木棺痕跡が確認できたものを図化し、その他は表に一括した。

土墳墓の主軸は、1～3・18・27・28・37・38号の8基が等高線に直交する他は、ほぼ等高線に沿う。墓壕の

平面形はいずれも長方形もしくは隅丸長方形である。

土墳墓は規模によって大中小の3つに分けることができる。大型（長軸2m以上）は8基（1・2・7・18・

28・29・34・36号）、中型（長軸1m以上2m未満）は19基（3・4・6・8・9・11・12・19～25・27・30・

32・37・38号）、小型（長軸1m未満）は10基（5・10・13～16・26・31・33・35号）。8号～11号、33号～35号が

－18－



7号土墳墓

一■鼻

23．7m

用
≡ミ三二二戸了冒宗）（ホ‾キアロックわずか

2　黒色土（ホーキブロック含む）
3　黒色土（ホーキブロック大含む）

20号土墳墓

闘
Ⅲ
冊
冊
の
洲

16号土墳墓

二＿＿I千一20．4m

1惧
「‾　　〕　　匠！畢早手＿年－キプロ＿ツク1cm大含む）

2　黒褐色土（ホーキブロック1cm大含む）

1黒色土（ブロック・AT・ホー
キ多量に含む）
黒色土（ホーキブロック含む）
黒色土（ブロックほとんど含ま
ない）

4　茶褐色土（礫粘土粒含む）
5　黒色土（ホーキ・ATブロック

含む）

二二lニ　ー±÷
．

1　黒茶褐色土
2　暗茶褐色土
3　黒茶褐色土（褐色ブロック含む）
4　黒茶褐色土（黒色ブロック混入）
5　茶褐色粘質土
6　褐色粘質土
7　茶褐色粘質土（褐色ブロック含む）
8　褐色土

1m

第7図　7号・16号・20号・34号土墳墓遣構図

並行して近接する他は、特に規則性はみられない。また、土墳墓間での切り合いはみられず全て単独で確認した。

木棺痕跡のわかるものは、1・2・6・7・16～18・20・22・26・34・36号の12基で、棺の規模は内法で長軸

0・54～1・87m、短軸0．38～0．54mである。最大規模は2号で内法で長さ1．87m・幅0．38mである。棺は両小口に小

口板を据えるための溝が残るもの（1・6・7・16・20・26号）と、さらに側板で小口板を挟み込む溝が残るも

の（2・18号）とがある。

棺内に副葬品が遣存するものは、5号のはぼ床面で磨製石斧1点S2、38号の床面でガラス管玉が2点J14・

J15出土したのみである。遣物は全体的に少なく、供献土器は、29号・38号で供献状態の土器が出土した。
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ガラス製管玉の分析調査

奈良文化財研究所　肥　塚　隆　保

はじめに　ガラスは弥生時代前期末～中期初頭の頃、日本に伝えられたと言われている。弥生時代後期には、カ

リガラスは沖縄県から北海道の一部まで分布しており、一方、鉛バリウムガラスは九州から東海・関東あたりま

で分布していた。日本列島におけるこれらガラスの分布についての詳細は不明で、より多くの出土資料について

調査が必要である。
1

分析試料と方法　今回分析した試料は、38号土墳墓出土J14とJ15の合計2点である。それぞれの寸法と重量は

前者が23・8～21・1mm（長さ）、7・5mm（径）、2．36g（重量）、後者は25．6mm（長さ）、6．7m（径）、1．95g（重量）で

ある。色調はいずれも灰緑色ないし灰青緑色で不透明である（図版22－1）。風化が進んでいるように見えるが、

ガラス表面は硬い。また、いずれのガラス管玉表面にもブロック状のキレツが多数観察される。風化によるもの

か、管玉製作時の歪みが除去されていないために生じたものか明らかでない。また、いずれの試料中にも未溶解

の小さな石英が残存していることも見られた（図版22－2）。未溶解の石英が残存しているのは、鉛バリウムガ

ラスではよく見られる特徴でもある。一方、J14試料には巻き付け法の痕跡とも考えられるキレツも観察される

が、幅広のガラスを何らかの芯に巻き寿司のように巻きつけて製作されたのかもしれない。よく似たガラス管玉

は内場山遺跡（兵庫県）や平原遺跡（福岡県）などでも発見されているが、いずれも線色系である。

調査は顕微鏡観察と蛍光Ⅹ線分析法による化学組成の測定、そして内部構造の調査にはCR法をもちいた。化

学組成の調査には非破壊測定による定性分析に加えて、風化表面を取り除いて定量分析もおこなった。定量分析

にはガラス標準試料（BCR、ECシリーズ、コーニング試料）によって較正した。測定条件は、対陰極：Mo

（モリブデン）、励起電圧：20kV、電流：4mA、計数時間：300秒、雰囲気：真空中、装置：微小領域エネル

ギー分散型蛍光Ⅹ線分析装置（テクノス社650S）である。

CR法は、フイルムのかわりに放射線二次元センサーとしてイメージングプレートを使用して、ディジタル処

理をおこなう方法である。今回は微小点Ⅹ線管（8〃m）を用いた撮影をおこなった。

結果　分析調査の結果、いずれの試料からも主要成分として鉛（Pb）、バリウム（Ba）、珪素（Si）が検出され、その

他にはナトリウム（Na）、マグネシウム（Mg）、アルミニウム（Al）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、マンガン（Mn）、

鉄（Fe）、鋼（Cu）などが検出された（第19図）。以上のことからこれらのガラス管玉は鉛バリウムガラスで作られ

ていることが明らかである。

定量値については、表に示したが、完全に新鮮な部分を測定しているかは若干問題も残り、風化部分も混じっ

ていると定量値に影響を与えることは言うまでもない。今回測定した試料はお互いに極めてよく似た値を示して

おり、これまで日本で出土した鉛バリウムガラスの平均的な化学組成とも一致している。しかし、着色因子とな

る酸化銅の値は小さく、もともと線色を呈していたと仮定するとあまりにも酸化銅の含有量は少なく線色を呈し

ていた可能性は少なく、むしろ漠青などによる淡青色に着色されていた可能性も残る。いずれにしても、中国で

作られた鉛バリウムガラスが日本に伝えられたものである。

CR法による内部構造調査の結果については、図版22－3に示した。内部の孔はストレートに貫通している。

なお、内部には大小の気泡もかなり存在していることが示された。しかし、加工の痕跡は明瞭に検出されておら

ず今後再検討する必要がある。
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図版13　2号清（13）・3号住居埋土上層廃棄土器（14・15・17・19～22）、鉄製品、玉類

li
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磨製石斧（S2）・砥石（S3～S16）・敲石（S17～S23）　図版14

S20　　　　　S22

－23－

S23

1号箱式石棺墓

北側

（S2　1：2　他は1：3）



第8図　1号～5号墳平面図
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古墳群

調査区南東側の標高21～23mの斜面に方墳4基と横穴式石室墳1基を確認した。方墳の規模は、周清を含めた

一辺が、1号墳が最大で11．2m、南東の低い側に位置する4号境が最小で4．6mである。方墳の墳丘は斜面の高い

側を削り出して平坦にしていた低墳丘である。周溝は、全て斜面の高い側をコの字状に区画するものである。5

号墳の周清は遣存していない。断面形は全てU字状。また1号・2号墳は周溝の1辺を重ねており、周清の北辺

を東西方向に揃えて配置している。切り合い関係は2号境が1号墳を切る。4号墳は北側周滞底に1号埋葬施設

を造成した際、北側に周溝を新設している。主体部は3号墳を除いた4基で確認した。全ての古墳で人骨・副葬

品は遣存していない。

1号墳

1号主体部　墳丘中央部からやや東に位置し、

主軸方向をN14lO Eにとる木棺墓。墓塀の平

面形は隅丸長方形。掘り方規模は長さ2．50m・

幅0．78m、検出面からの深さ0．11mである。墓

墳底には両小口に小口板を据えるための清を掘

り込む。木棺は内法で長さ1．77mと推定される。

墓墳底の高さは東側が2cm高く頭位は東と推定

される。

2号主体部1号主体部の北側約1．5m離れて、】

東端をほぼ揃えるように並行して位置する。主

軸方向はN14lO Eにとる。掘り方の平面形は

隅丸長方形で、規模は長さ0．82m・幅0．36m、

検出面からの深さ0．17mである。掘り方内には、

土師器大型壷23・嚢24がそれぞれ1個体ずつ破

砕した後、破片を重ねるように敷き詰められて

いた。



23・lm I

≧二二二戸

2号主体部

1暗褐色土（ホーキブロック含む）
2　黒褐色土（ホーキブロック含む）
3　暗褐色土
4　黄褐色土（地山ブロック含む）

0　　　　　　　　　　　1m

㍉二
1号墳1号・2号主体部遣構図

1暗褐色土（ホーキブロック
わずか含む）

50cm



2号墳（北東から）

1号主体部　l

1黒褐色土（ホーキブロック混じり）
2　黒褐色土（ホーキブロック・黄褐色

土粒含む）
3　黒色土（櫓痕跡）
4　暗褐色土（ホーキブロック混じり、

黒色土含む）
5　暗褐色土（粘土質）

0　　　　　　　　　　　1m

第10図　2号墳1号主体部・1号埋葬施設遣構図

2号墳

1号主体部　墳丘中央部に位置し、主軸方向をN150。E

にとる割竹形木棺墓。墓場の平面形は隅丸長方形。掘り

方は2段で、規模は上段が長さ1．87m・幅0．48m、深さ

0．07m、下段が長さ1．26m・幅0．16m、深さ0．19m。検出面

1黒褐色土

0 50cm

からの深さ0・26m。墓境の断面形は緩やかなU字状で、直径約0．38m・長さ1．41m、深さ0．29mの割竹形木棺痕跡

を確認した。断面観察から、棺と墓墳底の間に幅0．4m・高さ0．11mの棺とはぼ同規模の範囲で、棺を固定するた

めの暗褐色粘質土の粘土床を確認した。東側の棺床が西側より約1cm高く頭位は東と推定される。

1号埋葬施設　東側の周溝底、1号墳の周清西側と接する部分に位置する箱式石棺墓。蓋石は遣存しておらず両

小口石と側石のみが遣存していた。主軸方向は主体部と並行しN1330Eにとる。墓境の平面形は長方形で、掘
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3号墳（西から）

4号墳（南から）

り方規模は長さ1．64m・幅0．35m、深さ0．19m。石棺は、墓墳底の両小口に直に各1枚ずつ板石を立て、これを

挟み込む形で北側5枚、南側2枚の板石を立て据える。棺底は東側が3cm高く頭位は東と推定される。

4号墳

1号主体部　墳丘中央に位置する土器棺墓。墓境の平面形は不整な楕円形で長さ0．55m・幅0．36m、検出面から

の深さは0．28mである。主軸方向は周清に並行しNl160　Eである。土師器嚢25を棺身、嚢26を棺蓋とする合口

土器棺で、棺の長さは0．54mでほぼ完形であった。棺は相身の口縁部を水平面に対して30上方向に向けた状態

で埋置していた。

2号主体部1号主体部に並行し北側0．9m離れた墳丘上に位置する土器棺墓。墓壕の平面形は不整な楕円形で

長さ0．64m・幅0．32m、検出面からの深さは0．32mである。主軸方向は周溝に並行しNllO。Eである。土師器壷

27を相身、賓28を棺蓋とする合口土器棺で、棺の長さは0．71mでほぼ完形であった。棺は相身の口緑部を水平面

に対して100下方向に向けた状態で埋置していた。

1号埋葬施設　北側の周溝底に位置する土墳墓。墓壕の平面形は不整な隅丸長方形。規模は長さ0．98m・幅0．42

m、深さ0．24mである。
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一

第11図　4号墳1号・2号主体部遣構図



／

◎⑳

第12図　4号墳1号埋葬施設遺構図

人

第13図　5号墳1号主体部遣構図

軸はN60　Eである。石室は削平が著しく

玄室の基部のみを確認した。玄室内は大き

く撹乱を受けており、掘り方には基底部と玄門部の閉塞用に使用したと思われる石材片が僅かに遣存する。床面

には奥壁と側壁を立て据えるための溝が掘り込まれており奥壁を側壁が挟み込む。玄室の規模は、内法で長さ

1．65m・幅1．15m。玄門寄りで刀子片Flが出土した。

－30－



1号箱式石棺墓　調査区の中央、標高22．5m

付近に位置する。16号住居を切る。主軸方向

はNl180　Eである。墓境の平面形は隅丸長

方形で、規模は長さ1．67m・幅0．88m、検出

面からの深さは0．8mである。墓墳底には、

両小口と両側壁に、石棺材を立据えるための

清が掘られる。石棺は、両小口に各1枚ずつ

板石を立て、これを挟み込むかたちで北側壁

2枚、南側壁1枚の板石を立て据える。この

段階で両小口石および両側石の最後部はほぼ

水平に揃い、蓋石との接地面を水平に調整し

平滑にしている。蓋石は1枚石を置く。石棺

の規模は、内法で長さ1．31m・幅0．51m、深

さ0．56mである。棺床は、10×15cIn・厚さ1

～2cm大の板石を敷き詰める。棺底の中央付

近から、人骨とともに刀子F2が刃を南側、

刃先を東側にして水平の状態で出土した。

土鳩　調査区のほぼ全域で25基確認した。平面形は隅丸長方形が

最も多く、土墳墓の可能性が考えられるものもある。規模は長さ

0．5m～2．4m・幅0．2～1．5m、検出面からの深さは0．1～1．0mであ

る。10号土壌は調査区東側の標高22m付近に位置し、後世の掘削

が著しく掘り方の基底部が僅かに遣存するもので、底から土師質

土器坪1点が出土した。14号土壌は調査区中央の標高22mの斜面

に位置し空風輪・火輪とともに人骨片が出土した。中世墓の可能

性が考えられる。

溝

1号溝　調査区の中央で1号掘立柱建物の西側に接し東西方向に

延びる。長さ6．8m・幅2．3m、検出面からの深さ0．2mである。断

面は緩やかなU字状を呈する。埋土中に弥生土器片、瓦質土器片

を含む。

2号溝　調査区の中央やや東寄りに位置し、29号土墳墓に切られ

る。長さ6．7m・幅2．2m、検出面からの深さ0．5mで、南東から北

西方向に延びる。南東側は掘削により遺存しない。土墳墓と主軸

が沿うため、土墳墓に伴う溝の可能性がある。埋土中から弥生土

器嚢13、砥石1点が出土。

3号溝　2号清の西側約8m離れて位置し、ほぼ南北方向に延び

る。北側は調査区外へ延びる。長さ4．5m・幅0．3m、検出面から

の深さは0．1mである。埋土中から瓦質土器片が出土。
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第14図1号・5号・6号・8号・9号住居、2号溝出土土器
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第15図　3号住居埋土上層廃棄土器

Ⅳ　まとめ

以下、各遺構の時期および変遷について検討し、発掘調査によって分かったことを整理しまとめとしたい。

出土土器について

今回の調査で出土した土器は、大きく弥生時代中期から古墳時代前期のものである。器種としては、壷・大型

壷・聾・大型嚢・高塀・器台・鉢・ミニチュア土器・手捏土器が出土している。以下、遺構に伴うものを中心に

時期を検討する。

1号住居出土の小型壷1は、口縁端部が短く上下に拡張され内儀する面をなし、擬凹線を施す。体部内外面へ

ラミガキ。5号住居床面出土の広口壷2は体部内面上半パケ目、体部外面下半へラミガキ調整を施す。襲3は指

頭圧痕貼付突帯をもつ。時期は弥生時代中期中葉である。9号住居床面出土の嚢11は、口縁部外面を一部ナデ消

す。時期は土井感芦の服部I・II期に併行する。2号溝埋土出土の嚢13は口縁部外面を一部ナデ消し、体部外面

下半へラミガキ。時期は上種第5貯蔵穴7号期よりやや古い要素をもつ。3号住居埋土上層の廃棄土器の壷15は

外面頸部以下パケ目調整、内面頸部直下まで横方向のへラケズリ。嚢17は口緑部外面櫛措沈線、内面頭部直下ま

でへラケズリ。時期は阿弥大寺II期に並行する。高坪19は外反する坪部と長く裾広がりに開く脚台部からなる。

師部口緑部と脚台部とも複合口線状。師部外面はヨコナデ、内面はへラミガキ。時期は阿弥大寺Ⅲ期に並行する。

器台20は上外方へのびる上台部と外方へ開く脚台部。口緑部および脚端部外面櫛措沈線文後ナデ。時期は服部
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第16図　1号墳2号主体部出土土器
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第17図　4号墳1号・2号主体部出土土器
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鑑定（ガラス管玉）　図版22

0　　　　　　1clⅥ
l　　－　　1

1分析試料（ガラス管玉）

3　ガラス管玉のCRイメージ（左）と輪郭強調による画像

表　ガラス管玉の分析値（wt％）

N a 2 0 M g O A 1 2 0 3 S i O 2 K 2 0 C a O B a O M n O F e 2 0 3 C u O P b O

J 14 0．4 0 0 ．0 2 0 ．10 42 ．0 0 t　r 1 ．9 0 18 ．4 0 0 ．10 0 ．10 0 ．0 3 3 7 ．0 0

J 15 0 ．10 0 ．03 0 ，10 43 ．6 0 t　r 1 ．5 0 18 ．30 0 ．10 0 ．10 0 ．0 3 3 6 ．10

日本 出 土 （3 3 点 ） 36 －5 8 8－17 2 8 －4 6
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I・II期に併行する。4号墳1号主体部土器棺土師器の嚢26は、口縁部は外傾する複合口緑で、体部はやや肩の

張る倒卵形で器壁は薄い。時期は宮ノ下3B・7号住居址期に併行する。

遺構について

住居16棟を確認した。調査区中央付近の丘陵高所から南斜面にかけてと、調査区東側の緩斜面部分の大きく2

グループに分かれる。以下、調査区中央付近のグループをA、東側のグループをBとする。

Aは6棟（1～5・16号）で、このうち住居の全容が確認できたものは4棟（1・3・5・16号）である。住居間の

切り合いはない。住居の平面形は円形で、4本柱3棟（1・5・16号）、6本柱1棟（3号）であった。これらは全
l

て中央ピットの両側に小ピットが直線的に並ぶものである。床面規模は、3号住居が最大で推定32．6I琉最小が

16号住居で推定11．2扇である。

次にBについてみると、住居間の切り合いや後世の掘削等により全容の分かるものが少ないが10棟（6～15号）

確認した。このうち2棟（10・11号）が焼失住居である。住居の全容が確認できるものは4棟（6・10・13・15号）で

ある。住居の平面形は、円形3棟（6・10・13号）、隅丸長方形1棟（15号）で、2本柱は1棟（15号）、4本柱は2棟

（10・13号）、5本柱は1棟（6号）であった。このうち4本・5本柱のものは中央ピットをもつ。床面規模は、最

大が6号住居で18．9I丘∴最小が15号住居で推定9．5Idである。

今回の調査で確認した住居群の特徴は①小ピット、②焼土面である。

まず小ピットはAの4棟（1・3・5・16号）に認められ、深さ0．33～0．65m・小ピット間距離1・06～1・77mであ

る。特に使用方法のうかがえる資料はなかったが、各住居の共通点として、小ピットを結んだラインが主柱穴間

のほぼ二等分線上にあたる。6本柱の3号住居は小ピットを結んだラインがほぼ対角の主柱穴に沿う。この小ピ

ットを結んだラインは全て等高線に直交するもので、ほぼ南北方向である。小ピットはAにしか認められず、B

との時期の違いか。

次に焼土面についてみる。両グループの共通点は、焼土の厚さが他の住居と比較して2～5皿はど厚い。これ

は照明用というより、高熱によって床の一部が赤変し硬化したもので焼土塊に近い。この焼土はAで2棟（3・

5号）、Bで2棟（6・8号）確認している。このうち柱穴が分かるもの3棟（3・5・6号）について焼土の位置を

観察すると、いずれも各柱穴を結んだラインより内側に位置しており、中央ピットに近い傾向がうかがえる。こ

の焼土面の厚い住居の共通点は3・5・6号住居で砥石・敲石・磨石、3・8号住居で安山岩質の剥片が出土し

ており、住居内から石器が多く出土する傾向がある。

出土遣物は、多量の土器の他、ミニチュア土器、手捏土器、勾玉、ガラス小玉、石嫉、刀子、磨製石嫉未製品、

剥片、敲石、磨石、砥石と多種にわたる。住居の時期は、1～5・16号で弥生中期から後期にかけての土器、6

～15号で弥生後期の土器が出土しており、住居間の切り合い関係も含めると、前者で2時期、後者で少なくとも

3時期に分けることができる。弥生中期に丘陵高所に1～4号、続いて5・16号、後期になると丘陵東側の緩斜

面に7・8・10号、続いて11・12・14号、最終段階で6・9・13・15号へと変遷する。本遺跡の住居はおおむね

弥生中期から後期の間、少なくとも5時期にわたって変遷し営まれたものである。

ガラス小玉について　ガラス小玉が3棟の住居（3・8・10号）から出土した。色調は全て青色系である。出土し

たもののなかには、ガラス小玉片に錐状のもので穿孔したJ2（3号）、不良品J13（10号）などがみられた。倉吉市

内の遺跡では弥生中期の住居からの出土例はなく、本遺跡が初見である。本遺跡では、確認できた住居16棟のう

ち3棟からガラス小玉が出土しており、期間も弥生時代中期から後期にかけて比較的長期間にみられた。

弥生時代の住居内からガラス小玉が出土した例は、倉吉市内では5遺跡8棟である。住居の時期はいずれも弥
註2）　　　　　　　　　　註3）　　　　　　　　　　　　　註4）

生時代後期前半のもので、イザ原古墳群1号住居（1点）、中尾遺跡4号住居（1点）、沢ペソ遺跡1次1号住居（1
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註5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註6）

点）、沢ペソ遺跡2次SIOl（4点）・SIO2（2点）・SIO4（1点）、沢ペソ遺跡3次1号住居（14点．）、後中尾遺跡10

号住居（1点）・15号住居（1点）である。色調は全て青色系である。後中尾遺跡を除く4遺跡は四王寺山周辺に位

置しており、近くの拠点集落からの供給を受けたと考えられ、同じ流通圏内に属したムラを想像させる。

石銀について　3号住居の床面から1点出土した。安山岩質。基部は凹形で平形。中央断面は菱形。先端鋭い。

基部と刃部をのぞき磨面が認められる。長さ28m・厚さ4mm・重さ2．1g。未製品。弥生時代の磨製石鉄および

未製品の出土例は、管見する限り県下では報告されていない。

破砕鏡について　焼失住居である10号住居床面から銅鏡片が1点出土した。外縁面と破面はよく研磨されており
】

破砕鏡と考えられる0内側の面は割れたままである。穿孔はみられないため、装着品であったかは不明である。

鏡は、腐食と表面の剥離が著しく鏡式は特定できないが、鋸歯文と流雲文と思われる文様が一部認められる。復

元径約14cm。舶載の後漠鏡か。

弥生時代の銅鏡の出土例は、県中部では東郷町宮内第1遺跡（D区）SIOl内から内行花文鏡1点が出土して

いる。時期は弥生時代後期。破砕鏡とみられるものは、県東部では青谷町青谷上寺地遣踪包含層出土の舶載の後

漠鏡片（内行花文鏡）、小型倣製鏡片（垂圏文鏡）がある。時期はいずれも弥生時代後期後半～古墳時代前期初

頭である。鳥取市秋里遠藤sDO9埋土出土の内行花文鏡片がある。県西部では大山町・淀江町にまたがる妻木晩
註10）

田遺跡の妻木山地区MKSI－119内床面直上で鏡片（鏡式不明）、松尾頭地区MGSI－45床面直上で舶載の後漢鏡片

（内行花文鏡）、松尾城地区MJSI－llbで紐部分（内行花文鏡）がある。時期は弥生時代後期中葉から後葉。青谷

上寺地の2点、松尾頭地区MGSI－45の1点はいずれも破面円弧部を研磨するもので、青谷上寺地遺跡の小型倣製

鏡（重圏文鏡）は5カ所に穿孔がある。

本遺跡出土破砕鏡は、炭化材や焼土塊の下の床面から出土した。住居の床面に土器がほとんど無かったため、

生活用品を持ち出した後に焼失した可能性が高い。出土状況から破棄されて残されたのかは不明であるが、祭祀

的性格も考えられる。

土墳墓群　土墳墓を38基確認した。木棺痕跡を確認したものが12基あった。29号の供献土器と思われる嚢13は、

土井編年の上種第5貯蔵穴7号期よりやや古い要素をもち、おおむね弥生後期末に築造されたと考えられる。土

墳墓間での切り合いはみられず、全て単独で検出した点を踏まえると、弥生後期末頃に比較的短期間に営まれた

集団墓と考えられる。したがって、土墳墓群は調査区東側の弥生後期の住居と同時期に同一丘陵に存在しており、

集落と墓域とが的20m以上の空間を設けて区別されている。

ガラス管玉について　38号土墳墓底からガラス管玉が2点出土した。土墳墓の約1／2以上が掘削されており副

葬時の数量は不明である。色調はいずれも灰線色ないし灰青緑色で不透明で、巻き付け法で制作された鉛バリウ

ムガラスである。弥生時代のガラス管玉の出土例は少なく、県中部では、鉄剣・碧玉製管玉4点・線色凝灰岩製

管玉1点とともにガラス管玉が29点出土した東郷町宮内第1遺跡1号墓第1主体の1遺跡である。宮内1号墓出

土ガラス管玉と大きさを比較すると、本遺跡出土ガラス管玉のはうが長さ・径ともに上回る。宮内1号墓のガラ

ス管玉のつくりが小柄でシャープなのに対し、本遺跡のガラス管玉は大柄で厚ぼったい印象をうける。

古墳群　調査区南東斜面で方墳4基と横穴式石室墳1基を確認した。一辺が11．2m以下の比較的小規模な方墳で

ある。方墳の周溝は斜面の高い側をコ字状に区画するもので、1・2号墳は周溝の1辺を接している。古墳の築

造時期は、出土土器から1号墳がおおむね4世紀中葉に築造され、ほぼ同時期に2号填、3・4号墳と比較的短

期間に連続して築造されている。その後、古墳群は一度断絶し、7世紀代に小型の横穴式石室を主体部とする5

号墳が築造される。

以上、今回の発掘調査の概要について述べた。本遺跡は丘陵の南斜面部分の調査であり、集落の全容は明らか
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でないが、弥生時代中期から後期にかけての住居のまとまりと土墳墓群との関係を確認することが出来た。囲プ書館

弥生時代中期の住居から出土したガラス小玉をはじめ、ガラス管玉や破砕鏡などこの地域の新しい資料を得るこ

とができた。高原遺跡の住居の規模は他の遺跡と比較しても決して大規模ではないが、ガラス小玉や管玉、破砕

鏡などが出土しており、弥生時代中期から後期にかけて、遺跡周辺地域の拠点集落であったと考えられる。今後

は予想される周辺の調査によって集落の全体像が明らかになることを望む。
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